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最大のスポーツ祭典であるリオオリンピックも終了し，熱気

と興奮の余韻が残る先生方も多いのではと思います．次回の東

京オリンピック，パラリンピックでは，さらなる感動を心待ち

にしております．

このたび，「脊椎脊髄ジャーナル」の編集委員を拝命いたしま

した．「脊椎脊髄ジャーナル」は 1988 年に創刊され，過去 30 年

にわたる歴史ある学術誌であり，毎号特定のテーマをもとに企

画編集され，その道のエキスパートが執筆しております．この

ような体裁の月刊誌は大変珍しいのではと考えますが，長期に

わたる編纂の中で，この領域のほぼすべての分野が網羅されて

おり，ある疾患や病態を回顧するにあたり，大変利便性の高い

冊子になっています．また，同一テーマが繰り返されても，旧

号を振り返ることにより時代による診断治療の限界が理解で

き，新号では最新知見が上乗せされ，医療の変遷と進歩，今後の

課題が示唆されます．私もかれこれ 20 年以上個人購読を継続

しており，今や最も熟読し，頼りにしているバイブルになって

います．今後も読者にとって有益な情報が提供できるよう尽力

したいと心得ます．

さて，今回のテーマである脳脊髄液漏出症は，2006 年，2009

年，2012 年に�低髄液圧症候群（脳脊髄液減少症）の最新動向�

として 3 回の特集が組まれており，販売部数の実績を鑑みても

この疾患の関心の高さ，臨床社会面での重要性がうかがえます．

さらに，厚生労働省研究班の審議も進み診療基準が確立され，

本年 4 月より硬膜外自己血注入法（ブラッドパッチ療法）が保

険収載されたこともあり，まさにタイムリーな特集であります．

臨床徴候や画像所見の判定基準がどのように推移してきたか，

診断根拠および治療のポイントとして何が重要視されるべき

か，これまでの問題点を踏まえ新たな診断治療の標準化に至っ

た経緯と苦労が伝わります．また，本号にはこの疾患に関わる

追加情報も多く，必須な検査，既存の特徴的な所見だけではな

く新たに着目すべき画像知見も記載されています．さらに，慢

性硬膜下血腫の併存例の治療に関しては戦略性が高く，安易な

治療選択は致死的な合併症も生じる得ること，小児例では潜在

的な患者も多く，診断に至らず登校状況にも多大な影響を与え

ていることなど重要な注意喚起もなされています．軽微な外傷

でも生じ得る疾病で罹患患者も予想以上に多いと推察されま

す．この疾患に関するこれまでの特集号と合わせて，さらに知

識をアップデートすべく是非お読みいただきたいと思います．

（高橋敏行）
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